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新
緑
が
大
変
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
素
は
、
町 

内
各
地
域
で
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
に
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜 

り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
で
日
野
町
少
年
セ
ン
タ
ー
の
所
長
と
し
て
お
世 

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
服
部
学
と
申
し
ま
す
。
何
分
微
力
で
は 

あ
り
ま
す
が
、
日
野
町
の
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止
に
取
り
組
ん 

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

さ
て
今
日
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技
術)
化
の
進
展
な
ど
で
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お 

り
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
児
童
虐
待
を
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
有 

害
サ
イ
ト
を
介
し
た
犯
罪
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
の
出
会
い 

系
サ
イ
ト
や
書
き
込
み
サ
イ
ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル
等
青
少
年
が
巻
き
込
ま
れ 

る
事
件
が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
背
景
に
は
、
大
人
社
会
の
規
範
意
識
・
モ
ラ
ル
の
低
下
、
家 

庭
や
地
域
で
の
連
帯
感
や
人
間
関
係
の
希
薄
さ
が
地
域
力
を
弱
め
て
い
る 

と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

滋
賀
県
の
少
年
非
行
の
現
況
は
前
年
同
期
に
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
が
、 

中
学
生
、
高
校
生
の
占
め
る
割
合
が
増
え
て
お
り
、
非
行
の
低
年
齢
化
が 

顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

日
野
町
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く､

初
発
型
非
行
が
重
大
な
非
行
に 

繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
行
防
止
と
非
行
の
素
地
を
作
ら
な
い 

よ
う
き
め
細
や
か
な
啓
発
や
街
頭
補
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い 

ま
す
。 

 

次
代
を
担
う
日
野
町
の
若
者
が
、
夢
や
希 

望
を
持
ち
心
身
と
も
に
健
や
か
に
た
く
ま
し 

く
成
長
す
る
た
め
、
家
庭
や
保
護
者
は
も
ち 

ろ
ん
の
こ
と
、
学
校
、
青
少
年
関
係
機
関
、 

地
域
住
民
な
ど
多
く
の
大
人
の
支
援
や
導
き 

が
必
要
で
す
。 

 

日
野
町
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
困
っ
た 

子
は､

困
っ
て
い
る
子
」
を
基
本
に
、
子
ど 

も
達
や
青
少
年
が
、
は
つ
ら
つ
と
育
つ
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
非
行
防 

止
や
健
全
育
成
、
な
ら
び
に
有
害
環
境
か
ら
守
る
役
割
を
発
揮
で
き
る
よ 

う
努
め
て
参
り
ま
す
。 

補
導
委
員
の
皆
様
を
は
じ
め
警
察
署
や
関
係
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
を 

い
た
だ
き
な
が
ら
、
誰
も
が
気
軽
に
利
用
い
た
だ
け
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指 

し
て
職
員
共
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま 

す
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ 

き
ま
す
。 

６月の活動予定 

 １日 県少年センター所長会  

３日 街頭補導 

 ６日 一日お母さん 

９日 少年補導委員幹事会 

１０日 街頭補導 

１４日 有害図書等立入調査 

１５日 無職少年対策指導員会議                  

１７日 街頭補導 

２１日 甲賀市・湖南市・日野町 

少年センター合同会議 

２３日 少年補導委員定例会 

２４日 街頭補導 

２８日 有害図書等立入調査 

センター職員随時パトロール 

 

相 談 活 動 

広 報 ・啓 発 活 動 
環 境 浄 化 活 動 

無職少年支援活動 

関係機関・団体との連携 

家庭・学校・地域・関係機関団体と連携 

を図ります。 

●学校訪問 

●関係諸団体との協議会開催 

地域や家庭が青少年の問題に関心を持 

つように、青少年の現状や課題解決に向

け啓発を行っています。 

●「少年センターだより」の発行 

●青色パトロール車による街頭啓発 

無職少年の就労・就学について支援します。 

●就職相談・紹介（ハローワークとの連携）就労後 

の支援 

本人・保護者・関係者から悩みや心配事の相談を受 

け付けています。また、内容によって他の相談機関や

専門機関も紹介します。 

●電話相談・来所相談 

●学校のこと・友達のこと・仕事のことなど 

青少年の健全育成のために、有害環境を浄

化するための活動を行っています。 

●図書・ＤＶＤ等の販売店へ立入調査を行

い、青少年への適切な販売を要請 

●白ポスト（有害図書・ＤＶＤ等の回収Ｂ

ＯＸ）に入れられた物品の回収 

少年センターって 

何している所・・・ 

 青少年の非行防止と健全育成を図

るために、関係機関とも連携をして非

行防止活動を総合的、計画的に実践し

ている団体です。 

日野町少年センターは 

どこにあるの？・・・ 

 日野町勤労福祉会館の２階

にあります。日野中学校のテニ

スコートの隣の建物です。 

街 頭 補 導 活 動 

青少年の非行を未然に防ぎ、早期に発見、 

指導するための「愛の声かけ」を行います。 

●少年補導委員と一緒に定期的な街頭巡回 

●行事開催時や年末年始等の特別街頭巡回 

●職員による街頭巡回 

   
 少年センターでは、少年に関する悩みや心配ごと相談を行って 
います。本人だけでなく、家族の方の相談も受けています。無職 
少年の就労・就学の支援も行っています。  
お気軽にお越しください。秘密は厳守します。 
 

○電話相談 ○面接相談 ○相談時間：月～金 9:00～16:30 
 

日野町少年センター （日野町勤労福祉会館 ２階） 

電 話  ０７４８－５３－１３２５ 

       

１人で悩まないでまずは相談を 

「
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
」 

 
 

 
 

 

日
野
町
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長 

服 

部 
 

学 



  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 平成２８年４月２０日（水）東近江市五個荘コミュニティーセンターに

おいて、東近江警察署・日野町少年補導委員会・東近江少年補導員会合同

総会が開催されました。 

その席上で、２３名の方に東近江警察署長および日野町長から少年補導

委員の委嘱状が交付されました。少年補導委員さんには、これから２年間、

街頭補導や青少年の健全育成のための活動にご尽力いただきます。 

 同時に開催された日野町少年補導委員会総会では、会長に森田貞夫さ

ん、副会長に岡村忠一さんが引き続き選出されました。 

 また、平成２８年度の活動方針および毎週の街頭補導や町で開催される

事業のパトロール・ペープサートによる啓発活動等事業計画が決定されま

した。 

 

平成２８年３月末に東近江警察署・日野町少年補導委

員を退任された玉八孝徳さんと徳田昇さんに東近江警察

署長および日野町少年センター運営委員会会長から長年

のご尽力に対しての感謝状が贈られました。玉八さんは

１４年間、徳田さんは 

１１年間の長きに渡り青少 

年の非行防止・健全育成に 

ご尽力いただきました。 

ありがとうございました。 

また、少年補導功労者と 

して、岡登志男さん、池内 

美代子さん、冨田知津子さ 

ん、岸村昌光さんに東近江 

警察署長から感謝状が贈ら 

れました。 

平成 2８・2９年度 

日野町少年補導委員のみなさん 
 

公民館区 区  名 氏   名 

日   野 

大窪１区 樫 野 賢 一 

村井１区 岡   登志男 

大窪５区 森 田 貞 夫 

五 月 台 大 宗 正和気 

松尾２区 河 副 正 美 

上 野 田 池 内 美代子 

大窪５区 町 田 絹 子 

鎌   掛 
鎌掛第５ 竹 村 久 子 

鎌掛第２ 竹 村 一 男 

西 大 路 
音  羽 岡 村 忠 一 

西大路１区 道 津 豊 吉 

東 桜 谷 
原 加 納 さなゑ 

奥 之 池 小 森 慶 一 

西 桜 谷 
野  出 谷 口 かおる 

蓮 花 寺 西 河 新五郎 

必   佐 

小  谷 冨 田 知津子 

山  本 山 添 秀 雄 

三十坪上 冨 田 忠 夫 

湖南ｻﾝﾗｲｽﾞ 吉 澤 茂 樹 

豊田２区 木 元 利 夫 

内 池 東 安 田  均 

南比都佐 
上 駒 月 岸 村 昌 光 

下  迫 藤 澤 義 晃 

                    （敬称略） 

 

大人がとめよう 

地域でとめよう 

ＮＯ! 

未成年者の 

 喫 煙 

△ 玉八孝徳さん 

少年功労者の代表で感謝 
状を受けられる冨田さん 

 

△ 徳 田 昇 さん 

幼
児
教
育
と
い
う
根
を
大
地
へ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
野
町
少
年
補
導
委
員
会
会
長 

森 

田 

貞 

夫 
 

紫
陽
花
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
青
少 

年
の
健
全
育
成
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

お
陰
様
で
私
も
少
年
補
導
委
員
会
会
長
と
し
て
二
期
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

補
導
委
員
と
し
て
も
二
十
数
年
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ 

の
経
験
や
研
修
な
ど
か
ら
感
じ
ま
し
た
の
は
、
ま
ず
子
育
て
は
幼
児
期
の
周
辺
環
境
が
子
ど 

も
の
成
長
に
大
き
く
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

人
間
の
成
長
を
植
物
に
例
え
ま
す
と
、
種
子
が
芽
を
出
し
地
下
に
根
を
出
す
時
期
（
幼
児
教 

育
・
情
を
育
て
る
）、
樹
幹
が
伸
び
る
時
期
（
義
務
教
育
時
代
・
自
分
の
意
志
を
持
つ
よ
う
に
な
る
）
、
枝
葉
を
伸 

ば
す
時
期
（
専
門
教
育
・
知
識
を
身
に
付
け
る
）、
そ
し
て
花
開
き
実
を
結
ぶ
時
期
（
成
人
）
に
そ
れ
ぞ
れ
当
て
は 

ま
り
ま
す
。
幼
児
期
の
環
境
を
整
え
、
教
育
を
し
っ
か
り
与
え
て
や
り
、
し
っ
か
り 

と
し
た
根
を
大
地
に
伸
ば
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
そ
の
後
の
大
き
な
成
長
の
大
き
な 

助
け
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

補
導
委
員
と
い
う
役
割
上
、
ど
う
し
て
も
青
少
年
の
非
行
等
の
事
案
に
関
与
す
る 

こ
と
が
多
い
現
状
で
す
が
、
今
後
は
幼
児
教
育
の
た
め
の
環
境
作
り
へ
の
賛
助
等
の 

活
動
も
催
し
進
め
ら
れ
た
ら
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
地
域
の
宝
。
日
野
の 

子
ど
も
た
ち
の
中
に
キ
ラ
リ
と
光
る
果
実
が
実
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様 

の
ご
協
力
も
賜
り
な
が
ら
委
員
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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